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お子さんの欠席連絡について 

  従来子どもさんの欠席連絡は、保護者の皆様に連絡帳にその旨を理由と共に記入して

いただき、連絡袋に入れて、きょうだいや登校班の班長さん等を通じてご提出いただい

ていました。 

また今年度は、体調不良で欠席のお子さんできょうだいがいない場合、連絡袋の返却

を他の家庭の子どもさんに託すことは避け、次の日の予定や配付物が入った連絡袋を担

任が家庭訪問をしてお返しさせていただいていました。 

  一方で、新型コロナウイルス感染症拡大が危惧される中、連絡帳の提出を他の家庭の

子どもさんに託すこと、託されることは、心配であるとのお声をいただきました。 

  そこで、当面の間、以下の場合はお子さんの欠席連絡を電話連絡でお願いいたします。 

〇同居家族が PCR検査を受けるなど、自宅待機をしていただく場合 

 〇お子さんの他に、家族にも風邪等の症状があり、欠席をする場合 

 〇その他、他の家庭の子どもさんに連絡帳を託すことを控えた方が良いと判断される場合 

                                      など 

 【注意】 

・この場合、登校班の方にも欠席する旨を電話等で必ずお伝えください。 

・学校の電話は７時４５分からつながります。電話が混み合ってつながらない場合は時間をおいて

再度おかけください。 

・ご家庭と学校とのやり取りで、連絡袋を使用しないことになります。場合によっては、明日の予

定等の連絡も担任からの電話連絡とさせていただく場合があります。その際、配付物はお子さ

んが出席した時に持ち帰ってもらいます。 

新年試筆  

１月１２日（火）に全校で新年試筆を行いました。新しい年を

迎え、心も新たに新年試筆に取り組みました。 

冬休みの間にしっかりと練習をしてきたのか、どの子も真剣に

取り組む様子が見られ、立派な作品が仕上がりました。 

今回の作品は校内書写展で展示します。 



令和 2年度の社会見学について 

 今年度は、修学旅行をはじめとして、いろいろな行事の見直しを図りながら進めてまい

りました。また、各学年の社会見学については、見学先の状況等を確認しながら検討して

きました。その中で次のような課題のもと、以下のとおり判断させていただきました。 

 なお、見学には行けませんでしたが、教科書・のびゆく四日市・資料集の他、デジタル

教科書の動画やインターネット動画などを使って各教室で学習を進めました。 

〇社会見学は通常 1日かけて２～3か所を観光バスで周って見学します。バス代は学年費から支払い

ます。（保護者負担） 

〇今年は社会見学を受け入れてくださる見学場所が少なく、仮に受け入れ可能であっても内部の見

学は不可など、見学に制約のある場所もあります。 

 〇上記の中、適切な時期に各学年２～3か所の見学場所を確保することが難しい状況がありました。 

〇一方で、観光バス代は高額です。例えば 1か所行ける場所があったとしても、そのために高額な

バス代をご負担いただいて、無理して実施することは避けた方が良いと判断しました。 

〇また、羽津地区およびその周辺は自然環境・地場産業・公共施設等にも恵まれています。徒歩で

行ける場所には今まで通り見学にいこうと考えています。 

 その結果、今年度の社会見学は下のとおりとさせていただきます。 

3年生…中止 

 ※水沢茶農協は倉庫内の見学不可、四日市北消防署は見学不可（防火教室での講話に変更） 

4年生…1月 29日（金） ばんこの里会館見学および絵付け体験（徒歩と電車） 

 ※四日市クリーンセンターは受け入れ不可、北部浄化センターは人数制限あり 

5年生…2月 18日（木） そらんぽ四日市見学（市教委手配のバス） 

 ※自動車工場の見学はトヨタ・ホンダともに不可もしくは数に制限あり、食品工場は見学不可 

6年生…中止 

 ※奈良方面への見学は市内全体で取りやめ 

人権学習 

 １月１２日（火）は、全校一斉に人権学習にも取り組みました。 

今回は、以下の 3点に重点を置きながら学習を行いました。 

①不確かな情報に惑わされない 

②感染はどこにでもおこる 

③感染しても安心できるクラス 

各学年で、発達年齢に応じて学習を進める中で、今回のことを

受けて不安に感じたことや、もし自分だったらどう感じるかなどを出し合いながら、一生

懸命に考える子どもたちの姿がありました。 

今後一層の感染症拡大防止を図るとともに、人権尊重に基づいた学校づくりに取り組ん

でまいります。 


